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（事業報告）
対処すべき課題
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対処すべき課題 中長期的な会社の戦略 ～国内建設コンサルティング事業～

2026年度における
国の公共事業関係費予算

・2026年度から５年間を対象とした
「第１次国土強靱化実施中期計画」が
閣議決定（５年間で20兆円強）

・防災・減災、国土強靱化を含め、公共
事業関係費予算は前年を上回る見込み

気候変動対応等の防災・減災対策、河川や道路等
のインフラ老朽化対策などが引き続き進むと想定
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対処すべき課題 中長期的な会社の戦略 ～海外建設コンサルティング事業～

建設技研
インターナショナル

Waterman Group Plc

・アジア・アフリカ市場は引き続き堅調な
成長が見込まれる

・JICA予算は下げ止まりの兆しが見られる
が、競争環境は厳しい状況が継続予想

・英国の公共事業関係費予算は回復の兆しが
見られ、インフレは沈静化傾向

・金利は高めで推移、景気の先行きは予断を
許さない状況を予想
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(ご参考)
中期経営計画2027の進捗状況

第64期経営計画
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中期経営計画2027 1年目の総括：経営数値目標

●売上高は、2025年目標1,000億円を達成。2027年目標1,100億円に向けて順調に進捗。
●営業利益は、2025年目標としていた10%に未達。

売上高 営業利益・営業利益率
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※2025年1月1日付けで普通株式1株につき2株の割合で株式分割を実施。各年期首に株式分割が行われたと仮定して、EPSを算定。
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中期経営計画2027 1年目の総括：事業ポートフォリオの変革

コア事業

成長分野

新規事業

海外事業

前期売上高547億円

554億円

完成総利益率 32%

前期売上高105億円

123億円

完成総利益率 35%

前期売上高19億円

20億円

完成総利益率 34%

前期売上高307億円

313億円

完成総利益率 22%
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海外事業 新規探索 成長分野 コア事業

●コア事業は堅調、成長分野・新規事業は順調に拡大成長。
●海外事業は、受注高・売上高は概ね計画どおり着地したものの、収益性向上が今後の課題。

事業ポートフォリオ変革は中期経営計画2027の方針通りに進捗
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中期経営計画2027 1年目の総括：事業ポートフォリオの変革 成長分野

• AI活用したダム操作支援業務等の
ICT・DX関連業務、洪水予測業務
等が躍進。

• 安定した成長を示し、収益性もコ
ア事業と同程度を実現。

情報提供サービス事業 CM／PM事業エネルギー事業

●3つの成長分野事業はともに売上高拡大。成長分野として、順調に事業ポートフォリオ変革に貢献。
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• コア事業からの人材シフトや積極的な

営業展開により急速に拡大。案件数・

売上とも大幅増加、収益性も向上。

• グループ会社である日総建の建築系

CM業務や、日本都市技術の発注者支

援業務も増加。
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• 水力発電×地域振興（PPP）業務の
大型受注の実績作りに成功。

• 再エネ事業アセス分野以外での案

件開拓や環境省・経産省等政策分
野への展開が課題。

成長分野別売上高実績・目標（百万円）
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中期経営計画2027 1年目の総括：成長基盤の再構築

① 人的資本への
投資強化

⚫技術者数は単体・グループともに順調に増加し、女性管理職比率

も上昇。

② DX/ 生産システム改革

⚫年間労働時間は減少傾向だが、目標未達。

⚫HC-ROI（人的資本投資収益率）は前期より向上。生産性向上に向け

た取組は着実に進捗。

⚫業務表彰件数は減少し、品質の確保・向上に課題。

③ サステナブルチャレンジ

⚫気候変動対応に関する業務売上高は中計2027目標を前倒しで達

成。

⚫カーボンニュートラル実現に向けた施策はグループ全体で取組中。

④ グループガバナンス強化

⚫ ガバナンスの実働組織の改組。

⚫ 社外取締役を委員長とするコーポレートガバナンス委員会を設置。

⚫ M&Aや事業投資等の投資判断基準やモニタリング・撤退基準等、投

資ガバナンスの強化。
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中期経営計画2027 1年目の総括：資本コストと株価を意識した経営 現状分析

PBR・株価の推移
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●当社の株主資本コストは、8％程度と認識
●ROEは、株主資本コストを上回るものの
前期より低下

●PERは、25/12期 13.9に上昇
●PBRは、1.2倍程度

※PER「東証プライム平均」は、東証統計資料「プライム市場・非製造業（単純）」各年12月値を参照
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●1株当たり配当金は前期と同額の75円とした結果、連結配当性向は35.0%。
●DOEは、基本方針としていた3％を実現。（2025年実績3.2%)
●総額15億円、70万株を上限とする自己株式取得を実施し、総還元性向45.4%を実現。
●EPSは減少。

株主還元（配当金の推移と配当・総還元性向）

ROE 9.6% 11.3% 12.3% 13.1% 14.7% 11.6% 9.3% 12％以上

EPS（円）※ 99.30 129.08 158.13 207.75 271.06 243.10 214.45
成長率▲11.8%

CAGR24-27年
平均成長率10％以上

配当性向 17.6% 17.4% 19.0% 24.1% 27.7% 30.9% 35.0% 30％以上

総還元性向 17.6% 17.4% 19.0% 24.1% 40.9% 30.9% 45.4% 総還元性向35～50%程度

※2025年1月1日付けで普通株式1株につき2株の割合で株式分割を実施。
各年期首に株式分割が行われたと仮定して、1株あたり配当金・EPSを算定。

1株あたり配当金（円）※

中期経営計画2027 1年目の総括：資本コストと株価を意識した経営 株主還元
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中期経営計画2027 1年目の総括と2年目の方針

⚫ 売上高は目標達成

⚫ 営業利益は目標未達

⚫ ROEは前期を下回る

⚫ コア事業の安定成長

⚫ 成長分野の躍進

⚫ 新規事業分野の台頭

⚫ 海外事業の収益性低下

⚫ 各施策は確実に実行するも、

課題が浮き彫りに

経営数値目標

重点テーマ

2025年総括 2026年に向けて 2026年方針

01

02

03

04

05

06

重点課題 中計の経営数値目標達成へ向けて
事業ポートフォリオ変革の加速、

成長基盤の再構築を強化

経営数値目標

事業PFの変革

成長基盤の再構築

売上高 1,010億円  1,050億円

営業利益   91億円    105億円

営業利益率  9.0%     10.0%

01

02

03

04

事業ポートフォリオ変革の加速

従業員エンゲージメントのランクアップ

品質・生産システム改革による生産性向上

攻めと守りのグループガバナンス強化

技術競争力の強化

海外事業の収益性向上

販管費率の低減

エンゲージメントの向上

更なる生産性の向上

グループガバナンスの強化

資本効率の向上07
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（単位：百万円）

項 目
第63期

（2025年）実績

第64期

（2026年）計画

対前期

増減率
中計2027

連結

受注高 109,701 105,000 ▲4.3％ -

売上高 101,038 105,000 ＋3.9％ 110,000

営業利益 9,136 10,500 ＋14.9％ 12,000

営業利益率 9.0% 10.0% ＋1.0pt 11%

経常利益 9,350 10,500 ＋12.3％ -

親会社株主に帰属する
当期純利益

5,952 7,000 +17.6% -

1株あたり当期純利益 214.45円 256.05円 - -

配当（配当性向） 75円(35.0%) 78円(30.5%) - - (30%以上)

個別

受注高 62,760 62,000 ▲1.2％ -

売上高 60,969 62,000 +1.7%

経常利益 8,947 9,600 +7.3% -

当期純利益 5,908 6,700 +13.4% -

第64期（2026年）経営計画

●中期経営計画2027達成に向けた中間年の目標として、個別・連結ともに増収・増益の計画
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（百万円）

項 目

第63期

（2025年）

実績

第64期

（2026年） 

計画

対前期

増減率

受注高 72,411 72,000 ▲0.6%

売上高 69,724 72,000 +3.3%

営業利益 8,611 9,800 +13.8%

営業利益率 12.4％ 13.6％ +1.2pt

第64期（2026年）経営計画：セグメント別

項 目

第63期

（2025年）

実績

第64期

（2026年） 

計画

対前期

増減率

受注高 37,290 33,000 ▲11.5%

売上高 31,313 33,000 +5.4%

営業利益 543 700 +28.7%

営業利益率 1.7％ 2.1％ +0.4pt

海外建設コンサルティング事業

• 売上高は、前期の大型業務受注による受注
残高の進捗管理を徹底させ、増収を目指す。

• 営業利益は、原価率と販管費率低減により
増益を目指す。

国内建設コンサルティング事業

• 売上高は、従業員の人員増加と生産性向上を
図り、増収を目指す。

• 営業利益は、原価率及び販管費率の低減によ
り増益を目指す。

（百万円）

●中期経営計画2027達成に向けた中間年の目標として、国内・海外ともに増収・増益の計画
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第64期（2026年）経営計画：基本方針

重点テーマ１ 事業ポートフォリオ変革の加速

2025年で大きく進捗したポートフォリオ変革を確実な成果に

結びつけ、選択と集中をより明確に進める。

・コア事業の競争力強化
激化する競争環境に対し、

「勝てる提案書」の作成、「勝てる技術者」の育成・配置

・成長分野の基盤強化
今期の高成長を一過性で終わらないために、

顧客の信頼を獲得し、市場地位を固める

・新規事業領域の成長加速
CTIEの営業力とグループ連携で拡大軌道に乗せる

・海外事業の収益性向上
CTII:内部受注確保による稼働率向上

Waterman:英国事業の統合推進とPM・財務管理の強化

重点課題

01
重点課題

02

2026年スローガン「変革を加速させ、成長へ」
2025年に実現した変革を加速させ、成長へと昇華する

重点テーマ２
重点課題

01 ・労働負荷低減と質的成長の両立

・戦略コミュニケーションの強化

・人材育成の強化

従業員エンゲージメントのランクアップ

重点テーマ3

重点テーマ4
重点課題

03
重点課題

06

・技術力、ＰＭ強化、効率化により生産性を高め、

収益力を強化。

・AIを基幹ツールとして技術・管理の日常業務に

組み込み、プロセス革新と品質向上の両立達成。

品質・生産システム改革による生産性向上

・内部統制・モニタリングシステムを再強化

・グループシナジーを最大限発揮する体制整備

・販管費の執行状況のモニタリング強化

・資本コストを踏まえた内外への投資規律の確立

攻めと守りのグループガバナンス強化

重点課題

03
重点課題

05

重点課題

07

重点課題

04
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